
その方は弊社が始まった頃にお会いした方でした。とってもチャーミングな方で何時も歌を

歌ったり、ヘルパーに「ありがとうね」と言う言葉を忘れず、各ヘルパーからも訪問すると癒

されると言われていた人でした。

何年も独居で頑張られておりましたが、年齢を重ねる度に体力が低下し褥瘡が出現してしまっ

たのです。

そんな時も歌を歌う事は忘れずいましたが、訪問診療から急変するかも知れないと診断され、

ご家族が見守る中永眠されたのでした。

コロナ禍の中誰にも会えずに永眠される方もいらっしゃることを考えると、ご家族様に見守ら

れながら永遠の眠りにつく幸せは在宅ならではだと思います。

コロナ禍の中、介護職としての使命について何時も考える事があります。利用者様がコロナと

診断されても生命に関わる状況にあれば訪問する事が私達の使命であり誇りだと考えます。

そんな職業に携われたことに感謝しかありません。
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いつも皆様方には、格別のご高配を賜り、厚く

御礼申し上げます。

日に日に秋が深まる季節となりましたがお元気

にお過ごしでしょうか。

今年10/1に永眠されたアントニオ猪木さん、

会う方々に元気を分けていた「燃える闘魂」と

言われていた方でした。胸に残る言葉は「道」とい

うタイトルがあります。「この道を行けばどうなる

ものか。危ぶなかれ。危ぶめば道はなし。踏み出せ

ばその一歩が道となり、その一歩が道となる。迷わ

ず行けよ。行けばわかるさ」迷った所で何も始まら

ないから前へ進みなさいという意味だとの事。「元

気があれば何でもできる」肝に命じたいと思います。

向寒のみぎり、お風邪にはお気をつけてお過ごしく

ださい。

リスクを顧みず立ち向かう―――

介護職の使命について考える物語



おしゃれに行けないなら「こち
らから行きます」 トラック改
装で「移動美容室」

障害者や要介護者をはじめ、さま
ざまな理由で美容室に行くのが難し
い人の元へ駆け付けます－。兵庫県
加古川市加古川町のヘアサロン
「ティーダ」オーナーでスタイリス
トの安大（あんだい）陽平さん（４
３）が、トラックを改装して「移動
美容室」を造った。４月から高齢者
宅や施設などを訪問し、美容を諦め
ていた人たちのおしゃれをサポート
している。（増井哲夫）

美容師歴２５年の安大さん。常連
客が高齢になり、「店まで行くのが
しんどい」といった声を聞くように
なった。また、障害があって美容室
で施術を受けるのが難しかったり、
育児と介護で店まで出向けなかった
りする人もたくさんいた。

「ならばこちらから行けばいい」
と、訪問理美容に取り組んだが、民
家での施術ではできることが限られ、
後片付けも大変だった。そこで移動
美容室を造ろうと一念発起し、箱形
荷台の１・３トントラックを購入。
試行錯誤しつつ改造を重ね、昨年１

０月、移動美容室「ＫＩＲＩ ｎｉ
ＩＣＣＯ ＣＡＲ（きりにいこっ
カー）」が完成した。

温水にできる１００リットルの
シャワー用タンクを備え、外部水源
につなぐことも可能。車内に専用の
車いすで移動すれば、そのままシャ
ンプーチェアになる。寝たきりの状
態でカットできる設備も用意した。

準備を進めていた頃、頼もしい
助っ人も現れた。スタッフの酒井亜
也子さん（５０）＝加古川市＝だ。
勤めていた美容室がコロナ禍で閉店。
「訪問美容をやりたい」と考えてい
たところ、安大さんのインスタグラ
ムを見つけ、移動美容室のことを
知った。介護職員初任者研修を受け
る一方、訪問福祉理美容師の資格も
取り、今年５月に就職した。

移動美容室は安大さんと酒井さん
が担う。介護が必要な人の自宅へ出
向いたり、高齢者施設を訪問したり。
コロナ禍で美容師を施設内に入れる
のが難しかったこともあり、関係者
から「本当に助かる」との声が寄せ
られるという。

依頼は高齢者だけではない。９月

下旬には発達障害がある１０代女子
の母親から相談があった。知らない
人が大勢いる美容室は難しいと、
ずっと母親が風呂場で髪を切ってい
たという。遊びに行く感覚で訪れ、
打ち解けたところで移動美容室へ。
カットをすると、母娘とも喜んだと
いう。

「自分が店を抜けてこの活動がで
きるのは、信頼できるスタッフがい
るから。感謝している」と安大さん。
「いろんな事情を抱えて美容を遠慮
している人は、たくさんいるはず。
少しでもお役に立てれば」と話した。

広報誌「ライジング・サン」のバックナンバーは、弊社ホームページでもご覧いただけます。
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「美容室を訪れるのが難しい人の
元に駆け付けます」と意気込む、
安大陽平さんと酒井亜也子さん＝
加古川市加古川町北在家

ハロウィーン壁紙制作

皆さんでお城やオバケ等

をハサミで切り抜き壁に

貼り付けて作りました。

11月カレンダー工作

各自、折り紙で着物と

千歳飴を作り、貼り付

けてカレンダー工作を

しました。


